
(57)【要約】　　　（修正有）

【課題】半導体ウェハの計測の前に、半導体ウェハの局

所的な未処理雰囲気に由来するウェハ表面の汚染物質を

除去する装置及び方法の提供。

【解決手段】半導体ウェハ６をロボットアームアセンブ

リ４によって脱着ステーション１０に移動し、先ず前記

半導体ウェハを対流加熱して前記半導体ウエハ６から汚

染物質を除去し、引き続き前記脱着ステーション１０に

おいて前記半導体ウェハ６を計測に適した温度に冷却し

、前記半導体ウエハ６を前記ロボットアームアセンブリ

４によって計測器１２に移送し、前記計測器１２で前記

半導体ウェハを測定し、その特性を判定する。

【選択図】図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 計 測 器 に よ る 測 定 の た め に 、 半 導 体 ウ エ ハ の 表 面 か ら １ 以 上 の 汚 染 物 質 を 脱 着 す る 方 法
で あ っ て ；
　 （ ａ ） ウ エ ハ を 加 熱 板 と の 離 間 し た 平 行 関 係 に 位 置 決 め す る ス テ ッ プ と ；
　 （ ｂ ） 前 記 加 熱 板 で 加 熱 さ れ た 気 体 に よ る 対 流 で 前 記 ウ エ ハ を 所 定 時 間 加 熱 し て 前 記 ウ
エ ハ 表 面 か ら 汚 染 物 質 を 除 去 す る ス テ ッ プ と ；
　 （ ｃ ） 前 記 ウ エ ハ を 前 記 加 熱 板 と の 離 間 し た 平 行 関 係 か ら 離 脱 さ せ る ス テ ッ プ と ；
　 （ ｄ ） 前 記 ウ エ ハ に 気 体 を 吹 き 付 け る こ と に よ っ て 前 記 ウ エ ハ を 冷 却 す る ス テ ッ プ と ；
　 （ ｅ ） 前 記 ウ エ ハ の 少 な く と も １ つ の 特 性 を 、 ス テ ッ プ （ ｂ ） の 完 了 後 所 定 時 間 で 計 測
器 に よ り 測 定 す る ス テ ッ プ と を 含 む 方 法 。
【 請 求 項 ２ 】
　 ス テ ッ プ （ ａ ） 乃 至 （ ｅ ） が 複 数 の ウ エ ハ に 対 し て 繰 返 さ れ る ；
　 請 求 項 １ の 方 法 。
【 請 求 項 ３ 】
　 ス テ ッ プ （ ａ ） は 、 一 対 の 離 間 し た 平 行 な 加 熱 板 間 に 、 離 間 し た 平 行 関 係 で 前 記 ウ エ ハ
を 位 置 決 め す る ス テ ッ プ を 含 む ；
　 請 求 項 １ の 方 法 。
【 請 求 項 ４ 】
計 測 器 に よ る 測 定 の た め に 、 半 導 体 ウ エ ハ を 準 備 す る 方 法 で あ っ て ；
　 （ ａ ） ウ エ ハ を 加 熱 要 素 と の 離 間 し た 平 行 関 係 に 位 置 決 め す る ス テ ッ プ と ；
　 （ ｂ ） 前 記 加 熱 要 素 で 加 熱 さ れ た 気 体 に よ る 対 流 で 前 記 ウ エ ハ を 所 定 加 熱 時 間 の 間 加 熱
し て 前 記 ウ エ ハ 表 面 か ら 汚 染 物 質 を 除 去 す る ス テ ッ プ と ；
　 （ ｃ ） 前 記 ウ エ ハ を 前 記 加 熱 要 素 と の 離 間 し た 平 行 関 係 か ら 離 脱 さ せ る ス テ ッ プ と ；
　 （ ｄ ） 動 い て い る 気 体 の 流 れ を 所 定 冷 却 時 間 の 間 前 記 ウ エ ハ の 表 面 を 通 過 さ せ 、 そ れ に
よ り 前 記 ウ エ ハ を 冷 却 す る ス テ ッ プ と ；
　 （ ｅ ） 前 記 ウ エ ハ を 前 記 計 測 器 に 対 し て 有 効 な 関 係 に 位 置 決 め す る ス テ ッ プ と ；
　 （ ｆ ） 前 記 ウ エ ハ の 少 な く と も １ つ の 特 性 を 前 記 計 測 器 で 測 定 す る ス テ ッ プ と を 含 む 方
法 。
【 請 求 項 ５ 】
　 ス テ ッ プ （ ａ ） は 、 一 対 の 離 間 し た 加 熱 要 素 間 に 、 前 記 ウ エ ハ を 離 間 し た 平 行 関 係 に 位
置 決 め す る ス テ ッ プ を 含 む ；
　 請 求 項 ４ の 方 法 。
【 請 求 項 ６ 】
　 ス テ ッ プ （ ａ ） 乃 至 （ ｆ ） が 複 数 の ウ エ ハ に 対 し て 繰 返 さ れ る ；
　 請 求 項 ４ の 方 法 。
【 請 求 項 ７ 】
　 ス テ ッ プ （ ｄ ） の 完 了 と ス テ ッ プ （ ｆ ） の 開 始 と の 間 の 時 間 が 各 ウ エ ハ に 対 し て 同 じ で
あ る ；
　 請 求 項 ６ の 方 法 。
【 請 求 項 ８ 】
　 ス テ ッ プ （ ｂ ） の 完 了 と ス テ ッ プ （ ｄ ） の 開 始 と の 間 の 時 間 が 各 ウ エ ハ に 対 し て 同 じ で
あ る ；
　 請 求 項 ６ の 方 法 。
【 請 求 項 ９ 】
　 半 導 体 ウ エ ハ を 処 理 す る 方 法 で あ っ て ；
　 （ ａ ） 加 熱 さ れ た 気 体 を 利 用 し て 半 導 体 ウ エ ハ の 少 な く と も 一 部 を 対 流 加 熱 し 、 そ れ に
よ り 少 な く と も １ の 汚 染 物 質 が 前 記 半 導 体 ウ エ ハ の 少 な く と も 一 部 か ら 脱 着 さ れ る ス テ ッ
プ と ；
　 （ ｂ ） 前 記 加 熱 さ れ た 気 体 が な い 状 態 で 、 冷 却 気 体 の 流 れ を 前 記 半 導 体 ウ エ ハ の 前 記 一
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部 の 上 を 通 過 さ せ て 、 前 記 半 導 体 ウ エ ハ の 前 記 一 部 を 冷 却 す る ス テ ッ プ と ；
　 （ ｃ ） 計 測 器 が 前 記 半 導 体 ウ エ ハ の 前 記 一 部 を 測 定 す る よ う に さ せ 、 前 記 半 導 体 ウ エ ハ
の 前 記 一 部 の 少 な く と も １ つ の 特 性 を 判 定 す る ス テ ッ プ と を 含 む 方 法 。
【 請 求 項 １ ０ 】
　 ス テ ッ プ （ ａ ） 乃 至 （ ｃ ） が 複 数 の ウ エ ハ に 対 し て 繰 返 さ れ る ；
　 請 求 項 ９ の 方 法 。
【 請 求 項 １ １ 】
　 ス テ ッ プ （ ａ ） の 完 了 と ス テ ッ プ （ ｃ ） の 開 始 と の 間 の 時 間 が 各 ウ エ ハ に 対 し て 同 じ で
あ る ；
　 請 求 項 １ ０ の 方 法 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 半 導 体 ウ エ ハ 処 理 に 関 し 、 よ り 詳 細 に は 半 導 体 ウ エ ハ 表 面 か ら の １ も し く は １
よ り 多 く の 汚 染 物 質 の 脱 着 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 半 導 体 基 板 、 特 に シ リ コ ン ウ エ ハ は 表 面 汚 染 層 を 形 成 す る 可 能 性 が あ る 。 こ の 表 面 汚 染
は 、 ウ エ ハ の 処 理 お よ び 監 視 に 悪 影 響 を 及 ぼ す の で 好 ま し く な い 。 か か る 汚 染 は 局 所 的 な
未 処 理 雰 囲 気 に 由 来 し 、 こ う し た 雰 囲 気 は 典 型 的 に は 多 く の 気 体 お よ び 気 体 状 蒸 気 の 混 合
物 で あ る 。 こ れ ら の 気 体 お よ び 蒸 気 は ウ エ ハ 表 面 に 凝 縮 し て 、 流 動 体 の ま た は 半 流 動 体 の
膜 を 形 成 す る と 考 え ら れ て い る 。 こ の 汚 染 層 を 構 成 す る 成 分 は 精 確 に は 不 明 で あ る が 、 水
が 主 成 分 で あ る と 考 え ら れ る 。 他 の 汚 染 物 質 は そ の 大 部 分 が 種 々 の 炭 化 水 素 分 子 で 構 成 さ
れ 、 こ れ ら を 集 合 的 に 有 機 物 と 称 す る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 汚 染 層 を 除 去 す る 一 手 法 は ウ エ ハ の 加 熱 で あ る 。 こ れ ま で 、 ウ エ ハ の 加 熱 は 輻 射 ま た は
伝 導 に よ り 行 わ れ て き た 。 こ の 輻 射 加 熱 の 手 法 の １ つ は 、 ウ エ ハ を 加 熱 要 素 の 下 に 置 く こ
と 、 そ し て 主 と し て 輻 射 に よ り ウ エ ハ の 上 側 を 加 熱 す る こ と を 含 む 。 実 際 の 輻 射 加 熱 で は
、 熱 源 を 所 望 表 面 温 度 よ り 著 し く 高 い 温 度 に 保 持 す る 必 要 が あ る 。 こ の 熱 は 、 周 り の 領 域
に 好 ま し か ら ざ る 温 度 上 昇 を も た ら す こ と が あ り 、 こ れ に よ り 追 加 の 温 度 管 理 手 法 が 必 要
に な る 。
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 輻 射 加 熱 要 素 は ウ エ ハ 上 面 の 直 上 に あ る の で 、 こ の 要 素 は 高 温 下 で あ っ て も 密 閉 さ れ な
け れ ば な ら ず 汚 染 が あ っ て は な ら な い 。 要 素 の 密 閉 は 輻 射 効 率 を 低 減 さ せ る こ と が あ り 、
な お 一 層 の 高 温 熱 源 を 必 要 と す る 。 非 汚 染 要 件 を 満 た す 材 料 は 、 ま た 、 高 価 で あ り 、 製 作
が 困 難 で あ る 。 直 線 状 加 熱 要 素 の 配 列 は 要 素 間 に 冷 域 を 生 成 す る こ と が あ り 、 そ の 結 果 、
ウ エ ハ 表 面 が 不 均 一 加 熱 と な る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 伝 導 加 熱 の 一 手 法 は 、 ホ ッ ト プ レ ー ト な ど の 加 熱 さ れ た 表 面 上 へ ウ エ ハ を 載 置 す る こ と
を 含 む 。 次 に 、 ウ エ ハ は 、 そ の 上 側 が 所 望 温 度 に 達 す る ま で 、 裏 側 か ら 主 と し て 伝 導 に よ
り 加 熱 さ れ る 。 加 熱 板 の 使 用 に 伴 う １ つ の 問 題 は 、 ウ エ ハ を そ の 裏 面 で 搬 送 す る ロ ボ ッ ト
ア ー ム の 使 用 に 起 因 す る 。 ウ エ ハ を ホ ッ ト プ レ ー ト の 加 熱 面 上 へ 下 ろ し て 置 く と い う こ と
は 、 ロ ボ ッ ト ア ー ム の 撤 去 が 必 要 に な る と い う こ と で あ る 。 そ う す る た め に 、 通 常 は 、 機
械 的 な ウ エ ハ 下 降 機 構 、 ま た は ホ ッ ト プ レ ー ト 面 の 逃 げ ポ ケ ッ ト が 必 要 に な る 。 ウ エ ハ 下
降 機 構 は 装 置 の 複 雑 さ を 高 め 、 他 方 、 逃 げ ポ ケ ッ ト は 不 均 一 な ウ エ ハ 加 熱 を も た ら す 。 伝
導 加 熱 に 伴 う 別 の 問 題 は 、 ホ ッ ト プ レ ー ト 自 体 が ウ エ ハ 裏 面 を 汚 染 す る 可 能 性 が あ る こ と
で あ る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
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　 従 っ て 、 後 に 続 く 半 導 体 ウ エ ハ 試 験 の た め に 、 半 導 体 ウ エ ハ 上 の 汚 染 物 質 の 脱 着 を 促 進
す る べ く 、 半 導 体 ウ エ ハ の 温 度 を 充 分 に 高 め る こ と を 可 能 に し つ つ 、 上 記 お よ び 他 の 問 題
を 回 避 す る 装 置 お よ び 方 法 を 提 供 す る こ と が 望 ま し い 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 本 発 明 は 、 計 測 器 に よ る 測 定 の た め に 、 半 導 体 ウ エ ハ の 表 面 か ら １ も し く は １ よ り 多 く
の 汚 染 物 質 を 脱 着 す る 方 法 で あ る 。 こ の 方 法 は 、 ウ エ ハ を 加 熱 板 と の 離 間 し た 平 行 関 係 に
位 置 決 め す る ス テ ッ プ 、 お よ び 加 熱 板 で 加 熱 さ れ た 気 体 に よ る 対 流 で ウ エ ハ を 所 定 時 間 加
熱 し て ウ エ ハ 表 面 か ら 汚 染 物 質 を 除 去 す る ス テ ッ プ を 含 む 。 次 に 、 ウ エ ハ は 、 加 熱 板 と の
離 間 し た 平 行 関 係 か ら 離 脱 さ れ 、 気 体 を 吹 き 付 け ら れ る こ と に よ っ て 冷 却 さ れ る 。 ウ エ ハ
の 少 な く と も １ つ の 特 性 が 、 ウ エ ハ 加 熱 の 完 了 後 の 所 定 時 間 に 計 測 器 で 測 定 さ れ る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 上 記 方 法 は 複 数 の ウ エ ハ に 対 し て 繰 返 す こ と が で き る 。 各 ウ エ ハ は 、 一 対 の 離 間 し た 平
行 な 加 熱 板 間 に 、 離 間 し た 平 行 関 係 で 位 置 決 め 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 本 発 明 は 、 計 測 器 に よ る 測 定 の た め に 、 半 導 体 ウ エ ハ を 準 備 す る 方 法 で も あ る 。 こ の 方
法 は 、 ウ エ ハ を 平 面 加 熱 要 素 と の 離 間 し た 平 行 関 係 に 位 置 決 め す る ス テ ッ プ と 、 加 熱 要 素
で 加 熱 さ れ た 気 体 に よ る 対 流 で ウ エ ハ を 所 定 時 間 加 熱 し て ウ エ ハ 表 面 か ら 汚 染 物 質 を 除 去
す る ス テ ッ プ と を 含 む 。 次 に 、 ウ エ ハ は 、 前 記 加 熱 要 素 と の 離 間 し た 平 行 関 係 か ら 離 脱 さ
せ ら れ 、 気 体 の 流 れ が 前 記 ウ エ ハ の 表 面 の 上 を 所 定 冷 却 時 間 に わ た っ て 通 過 さ せ ら れ 、 そ
れ に よ り 前 記 ウ エ ハ を 冷 却 す る 。 次 に 、 ウ エ ハ は 、 計 測 器 に 対 し て 有 効 な 関 係 に 位 置 決 め
さ れ 、 ウ エ ハ の 少 な く と も １ つ の 特 性 が 計 測 器 で 測 定 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 最 後 に 、 本 発 明 は 半 導 体 ウ エ ハ を 処 理 す る 方 法 で あ る 。 こ の 方 法 は 、 加 熱 さ れ た 気 体 を
利 用 し て 半 導 体 ウ エ ハ の 少 な く と も 一 部 を 対 流 加 熱 し 、 そ れ に よ り 少 な く と も １ の 汚 染 物
質 が そ こ か ら 脱 着 さ れ る ス テ ッ プ を 含 む 。 加 熱 さ れ た 気 体 が な い と き に 、 冷 却 気 体 の 流 れ
が 半 導 体 ウ エ ハ の 一 部 の 上 を 通 過 す る よ う に さ せ ら れ て 半 導 体 ウ エ ハ の 一 部 を 冷 却 す る 。
次 に 、 計 測 器 が 半 導 体 ウ エ ハ の 一 部 を 測 定 す る よ う に さ せ ら れ て 、 そ の 少 な く と も １ つ の
特 性 を 判 定 す る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ １ 】
　 添 付 し た 図 面 を 参 照 し て 本 発 明 を 説 明 す る が 、 類 似 す る 符 号 は 類 似 の 構 成 要 素 に 対 応 す
る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 図 １ を 参 照 す る と 、 半 導 体 ウ エ ハ の １ も し く は １ よ り 多 く の 面 か ら １ も し く は １ よ り 多
く の 汚 染 物 質 を 脱 着 す る 装 置 ２ は 、 半 導 体 ウ エ ハ ６ を 投 入 ／ 取 出 ス テ ー シ ョ ン ８ か ら 脱 着
ス テ ー シ ョ ン １ ０ へ 移 動 す る ロ ボ ッ ト ア ー ム ア セ ン ブ リ ４ を 含 む 。 半 導 体 ウ エ ハ ６ が 半 導
体 ウ エ ハ ６ の 対 流 加 熱 に 応 じ て 脱 着 ス テ ー シ ョ ン １ ０ に よ り 脱 着 さ れ て 、 半 導 体 ウ エ ハ ６
が 更 な る 試 験 の た め に 適 切 な 温 度 へ 冷 却 さ れ る と 、 ロ ボ ッ ト ア ー ム ア セ ン ブ リ ４ は 、 計 測
器 １ ２ に よ る 試 験 の た め に 半 導 体 ウ エ ハ ６ を 計 測 器 １ ２ へ 移 送 す る 。 典 型 的 な 計 測 器 １ ２
は 、 半 導 体 ウ エ ハ ６ の 表 面 に 接 触 し て 適 切 な 電 気 刺 激 を 与 え る プ ロ ー ブ チ ッ プ を 含 ん で も
よ い 。 し か し 、 こ の こ と は 本 発 明 を 限 定 す る も の と 解 釈 し て は な ら な い 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 適 切 な 電 気 刺 激 の 例 に は 、 静 電 容 量 － 電 圧 （ Ｃ Ｖ ） 、 電 流 － 電 圧 （ Ｉ Ｖ ） 、 コ ン ダ ク タ
ン ス － 電 圧 （ Ｇ Ｖ ） 、 ま た は 静 電 容 量 － 時 間 （ Ｃ ｔ ） の 、 各 種 の 電 気 刺 激 が あ る 。 計 測 器
１ ２ は 、 電 気 刺 激 に 対 す る 半 導 体 ウ エ ハ ６ の 応 答 を 測 定 し 、 こ の 応 答 か ら 、 電 気 刺 激 を 与
え ら れ た 部 位 に お け る 半 導 体 ウ エ ハ ６ の 少 な く と も １ つ の 特 性 を 判 定 す る 。 計 測 器 １ ２ に
関 す る 詳 細 は 、 説 明 を 簡 単 に す る た め に 、 こ こ で 説 明 し な い 。 し か し 、 当 業 者 に は 分 か る
よ う に 、 半 導 体 ウ エ ハ ６ の 性 質 を 判 定 す る の に 好 適 な い ず れ の 計 測 器 １ ２ も 利 用 で き る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
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　 図 ２ を 参 照 す る と と も に 、 引 続 き 図 １ を 参 照 す る と 、 投 入 ／ 取 出 ス テ ー シ ョ ン ８ は 、 １
枚 以 上 の 半 導 体 ウ エ ハ ６ を 支 え る よ う に 構 成 さ れ た キ ャ リ ア １ ６ を 支 持 す る ベ ー ス １ ４ を
含 む 。 ベ ー ス １ ４ は コ ン ト ロ ー ラ ２ ０ に 制 御 さ れ て 、 図 １ に 矢 印 １ ８ で 示 す よ う に キ ャ リ
ア １ ６ を 上 方 向 に ま た は 下 方 向 に 移 動 す る よ う 構 成 で き る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 ロ ボ ッ ト ア ー ム ア セ ン ブ リ ４ は 、 複 数 の ア ー ム ２ ６ ａ ～ ２ ６ ｃ に 結 合 さ れ た ベ ー ス ２ ４
を 含 む 。 ベ ー ス ２ ４ は 、 図 １ に 矢 印 ２ ８ で 示 す よ う に ア ー ム ２ ６ ａ ～ ２ ６ ｃ を 上 方 向 に ま
た は 下 方 向 に 移 動 す る よ う 構 成 で き る 。 ア ー ム ２ ６ ａ の 一 端 は ベ ー ス ２ ４ へ 回 転 可 能 に 結
合 さ れ る 一 方 、 ア ー ム ２ ６ ａ の 他 端 は ア ー ム ２ ６ ｂ の 一 端 へ 回 転 可 能 に 結 合 さ れ る 。 ア ー
ム ２ ６ ｂ の 他 端 は ア ー ム ２ ６ ｃ の 一 端 へ 回 転 可 能 に 結 合 さ れ る 。 望 ま し く は 、 ア ー ム ２ ６
ｃ は 櫂 形 状 で あ り 、 そ の 遠 端 に 隣 接 し 、 そ こ に 配 設 さ れ た １ つ 以 上 の 真 空 孔 ３ ０ を 有 す る
。 真 空 孔 ３ ０ は 真 空 源 （ 不 図 示 ） へ 接 続 さ れ 、 真 空 源 は コ ン ト ロ ー ラ ２ ０ に 制 御 さ れ て 真
空 孔 ３ ０ へ 真 空 を 伝 え る こ と が で き る 。 図 示 す る よ う に 、 半 導 体 ウ エ ハ ６ を ア ー ム ２ ６ ｃ
の 遠 端 に 配 置 し て 、 真 空 孔 ３ ０ へ 供 給 し た 真 空 手 段 に よ り ア ー ム ２ ６ ｃ の 遠 端 上 に 保 持 で
き る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 脱 着 ス テ ー シ ョ ン １ ０ は 、 直 径 が 望 ま し く は 半 導 体 ウ エ ハ ６ の 直 径 以 上 で あ る 円 形 加 熱
板 ３ ４ を 含 む 。 加 熱 板 ３ ４ の 好 ま し い 構 造 の １ つ は 、 円 形 セ ラ ミ ッ ク 基 板 上 に 形 成 さ れ た
１ 個 以 上 の 厚 膜 抵 抗 器 を 含 む 。 こ の 種 の 円 形 加 熱 板 は 、 Watlow Electric Manufacturing 
Company, #6 Industrial Loop Road, P.O. Box 975, Hannibal, Missouri, 63401, USA 
か ら 入 手 で き る 。 し か し 、 こ の 特 定 形 態 の 加 熱 板 が 本 発 明 を 限 定 す る も の と 解 釈 し て は な
ら な い 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 加 熱 板 ３ ４ は 適 切 な 隔 離 体 ３ ６ に よ り 脱 着 ス テ ー シ ョ ン １ ０ の ベ ー ス か ら 離 す の が 好 ま
し い 。 加 え て 、 隔 離 体 ３ ８ が 加 熱 板 ３ ４ の 上 面 に 配 置 さ れ て 、 半 導 体 ウ エ ハ ６ か ら の １ も
し く は １ よ り 多 く の 汚 染 物 質 の 脱 着 中 に 半 導 体 ウ エ ハ ６ を 加 熱 板 ３ ４ に 対 し て 離 間 し た 平
行 関 係 に 維 持 す る 。 隔 離 体 ３ ６ お よ び ３ ８ は 、 好 ま し く は 高 温 ガ ラ ス 雲 母 セ ラ ミ ッ ク で 形
成 さ れ る 。 し か し 、 こ の こ と が 本 発 明 を 限 定 す る も の と 解 釈 し て は な ら な い 。 と い う の は
、 隔 離 体 ３ ６ お よ び ３ ８ を 形 成 す る た め に 好 適 な い か な る 高 温 用 非 汚 染 材 料 の 使 用 が 想 定
さ れ て い る か ら で あ る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 ア ー ム ２ ６ ｃ の 遠 端 は そ の 上 の 半 導 体 ウ エ ハ ６ を 位 置 決 め で き 、 そ の 後 真 空 孔 ３ ０ へ の
真 空 の 供 給 源 を 止 め る こ と が で き る よ う に 、 各 隔 離 体 ３ ８ の 高 さ が 選 定 さ れ る 。 す る と 、
ア ー ム ２ ６ ｃ の 遠 端 を 、 半 導 体 ウ エ ハ ６ の 裏 面 に 接 触 す る 位 置 か ら 、 半 導 体 ウ エ ハ ６ と 円
形 加 熱 板 ３ ４ と の 間 の 位 置 へ 移 動 で き る 。 一 旦 こ の 位 置 に く る と 、 ア ー ム ２ ６ ｃ の 遠 端 は
、 半 導 体 ウ エ ハ ６ と 円 形 加 熱 板 ３ ４ と の 間 の 空 間 か ら 退 去 さ せ る こ と が で き 、 そ れ に よ り
、 加 熱 板 ３ ４ に よ り 加 熱 さ れ た 気 体 の 対 流 で の 半 導 体 ウ エ ハ ６ の 加 熱 を 容 易 に す る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 加 熱 板 ３ ４ の 温 度 が 制 御 で き る よ う に 、 コ ン ト ロ ー ラ ２ ０ で の 制 御 の 下 で 加 熱 板 ３ ４ へ
電 流 を 供 給 す る こ と が で き る 。 適 切 な 温 度 検 知 手 段 （ 不 図 示 ） を 加 熱 板 ３ ４ ま た は そ れ に
隣 接 し て 配 置 す る と と も に 、 コ ン ト ロ ー ラ ２ ０ へ 接 続 す る こ と に よ り 、 コ ン ト ロ ー ラ ２ ０
が 加 熱 板 ３ ４ の 温 度 を 検 出 お よ び 制 御 で き る よ う に す る 。 更 に ま た は 代 替 と し て 、 脱 着 ス
テ ー シ ョ ン １ ０ は 、 隔 離 体 ３ ８ の 上 方 に 配 設 さ れ た 、 図 １ に 想 像 線 で 示 す 円 形 加 熱 板 ４ ０
を 含 む こ と が で き る 。 加 熱 板 ４ ０ の 温 度 を 制 御 す る た め に 、 コ ン ト ロ ー ラ ２ ０ で の 制 御 の
下 で 電 流 が 加 熱 板 ４ ０ へ 供 給 さ れ る 。 加 熱 板 ３ ４ お よ び ４ ０ を 設 け る と き に 、 加 熱 板 間 の
間 隔 は 、 半 導 体 ウ エ ハ ６ と ア ー ム ２ ６ ｃ の 遠 端 と が そ の 間 に 収 容 さ れ る に 足 る 間 隔 で あ る
こ と か 好 ま し い 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 半 導 体 ウ エ ハ ６ か ら １ も し く は １ よ り 多 く の 汚 染 物 質 を 脱 着 す る の に 充 分 な 所 定 時 間 に
わ た り 半 導 体 ウ エ ハ ６ を 対 流 加 熱 し た 後 、 ア ー ム ２ ６ ｃ の 遠 端 を 、 コ ン ト ロ ー ラ ２ ０ の 制
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御 の 下 で 加 熱 板 ３ ４ と 半 導 体 ウ エ ハ ６ と の 間 の 空 間 内 へ 再 導 入 で き る 。 し か る 後 、 ロ ボ ッ
ト ア ー ム ア セ ン ブ リ ４ を 制 御 し て ア ー ム ２ ６ を 上 昇 さ せ 、 半 導 体 ウ エ ハ ６ の 裏 面 と 接 触 さ
せ る こ と が で き る 。 そ こ で 、 半 導 体 ウ エ ハ ６ を ア ー ム ２ ６ ｃ の 遠 端 へ 固 定 す る た め に 、 真
空 孔 ３ ０ へ 真 空 が 作 用 す る 。 次 に 、 ロ ボ ッ ト ア ー ム ア セ ン ブ リ ４ を 制 御 し て 半 導 体 ウ エ ハ
６ を 隔 離 体 ３ ８ か ら 持 上 げ 、 そ し て 半 導 体 ウ エ ハ ６ を 脱 着 ス テ ー シ ョ ン １ ０ か ら 退 去 さ せ
る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 図 ３ を 参 照 す る と と も に 、 引 続 き 図 １ お よ び ２ を 参 照 す る と 、 ロ ボ ッ ト ア ー ム ア セ ン ブ
リ ４ は 次 に 、 気 体 ４ ２ 、 好 ま し く は 液 体 窒 素 の 流 れ を 通 っ て 半 導 体 ウ エ ハ ６ を 移 動 さ せ る
よ う に 制 御 さ れ る が 、 気 体 ４ ２ の 流 れ は 適 切 な 気 体 源 ４ ６ か ら 前 記 気 体 を 受 入 れ る マ ニ ホ
ル ド ４ ４ に よ っ て 分 配 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 図 示 の 実 施 の 形 態 に お い て 、 マ ニ ホ ル ド ４ ４ は 脱 着 ス テ ー シ ョ ン １ ０ の 底 側 へ 結 合 さ れ
る 。 し か し 、 こ の こ と が 本 発 明 を 限 定 す る も の と 解 釈 し て は な ら な い 。 と い う の は 、 マ ニ
ホ ル ド ４ ４ は 、 ロ ボ ッ ト ア ー ム ア セ ン ブ リ ４ が ア ク セ ス で き る 好 都 合 な 任 意 位 置 へ 配 置 で
き る か ら で あ る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 ロ ボ ッ ト ア ー ム ア セ ン ブ リ ４ に よ り 、 半 導 体 ウ エ ハ ６ が 気 体 ４ ２ の 流 れ を 通 っ て 移 動 す
る 速 度 は 、 計 測 器 １ ２ に よ る 試 験 の た め に 半 導 体 ウ エ ハ ６ が 充 分 に 冷 却 さ れ る よ う に 選 定
さ れ る 。 こ の た め に 、 ロ ボ ッ ト ア ー ム ア セ ン ブ リ ４ は 必 要 に 応 じ て 、 半 導 体 ウ エ ハ ６ を 気
体 ４ ２ の 流 れ の 中 を 複 数 回 に わ た っ て 移 動 さ せ る こ と が で き る 。 所 望 す れ ば 、 コ ン ト ロ ー
ラ ２ ０ の 制 御 の 下 で 気 体 ４ ２ の 流 れ を オ ン ／ オ フ す る オ ン ／ オ フ 気 体 制 御 弁 （ 不 図 示 ） を
マ ニ ホ ル ド ４ ４ へ 流 体 的 に 接 続 で き る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 半 導 体 ウ エ ハ ６ が 充 分 に 冷 却 さ れ る と 直 ち に 、 ロ ボ ッ ト ア ー ム ア セ ン ブ リ ４ は 制 御 さ れ
て 、 試 験 の た め に 半 導 体 ウ エ ハ ６ を 計 測 器 １ ２ へ 送 る 。 半 導 体 ウ エ ハ ６ が 計 測 器 １ ２ に よ
る 試 験 を 受 け る 適 正 位 置 に 来 る と 直 ち に 、 コ ン ト ロ ー ラ ２ ０ は 、 半 導 体 ウ エ ハ ６ の 試 験 が
開 始 可 能 で あ る 旨 、 計 測 器 １ ２ へ 信 号 を 送 る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 脱 着 ス テ ー シ ョ ン １ ０ に よ る 半 導 体 ウ エ ハ ６ の 対 流 加 熱 が 完 了 し て か ら 所 定 時 間 に 、 計
測 器 １ ２ が 半 導 体 ウ エ ハ ６ の 試 験 を 開 始 す る の が 望 ま し い 。 脱 着 ス テ ー シ ョ ン １ ０ で 処 理
さ れ た 各 半 導 体 ウ エ ハ ６ の 対 流 加 熱 の 終 了 と 計 測 器 １ ２ で の 前 記 半 導 体 ウ エ ハ ６ の 試 験 の
開 始 と の 間 の 時 間 を 管 理 す る こ と に よ り 、 脱 着 後 の 大 気 へ の 曝 露 に 起 因 す る ２ 枚 以 上 の ウ
エ ハ 間 の 、 試 験 結 果 に お け る バ ラ ツ キ は 回 避 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 半 導 体 ウ エ ハ ６ の 試 験 が 終 了 す る と 直 ち に 、 計 測 器 １ ２ が コ ン ト ロ ー ラ ２ ０ へ 信 号 を 送
る 。 計 測 器 １ ２ か ら の こ の 信 号 の 受 信 に 応 答 し て 、 コ ン ト ロ ー ラ ２ ０ は ロ ボ ッ ト ア ー ム ア
セ ン ブ リ ４ を 制 御 し て 、 半 導 体 ウ エ ハ ６ を 計 測 器 １ ２ か ら 離 脱 さ せ 、 最 初 に 半 導 体 ウ エ ハ
６ を 持 っ て き た キ ャ リ ア １ ６ の 同 じ 場 所 に 半 導 体 ウ エ ハ を 戻 す 。 し か る 後 、 キ ャ リ ア １ ６
に 支 持 さ れ た 後 続 の 半 導 体 ウ エ ハ ６ を 、 脱 着 ス テ ー シ ョ ン １ ０ 、 気 体 ４ ２ の 流 れ 、 お よ び
試 験 用 計 測 器 １ ２ へ 送 り 、 そ の 後 、 先 に 説 明 し た 方 法 で キ ャ リ ア １ ６ の 同 じ 位 置 へ 戻 す よ
う に 、 ベ ー ス １ ４ お よ び ロ ボ ッ ト ア ー ム ア セ ン ブ リ ４ の 垂 直 方 向 位 置 が 制 御 さ れ る 。 好 ま
し く は 、 キ ャ リ ア １ ６ に あ る 各 半 導 体 ウ エ ハ ６ を 処 理 す る 方 法 は 、 キ ャ リ ア １ ６ に あ る 半
導 体 ウ エ ハ ６ の 全 て が 先 に 説 明 し た 方 法 で 処 理 さ れ る ま で 継 続 す る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 特 に 図 ２ を 参 照 す る と 、 通 常 の 大 気 、 す な わ ち 空 気 を 、 脱 着 ス テ ー シ ョ ン １ ０ に あ る 半
導 体 ウ エ ハ ６ の 対 流 加 熱 に 利 用 で き る 。 し か し 、 所 望 す れ ば 、 半 導 体 ウ エ ハ ６ を 、 脱 着 ス
テ ー シ ョ ン １ ０ で の 半 導 体 ウ エ ハ ６ の 脱 着 中 に 液 体 窒 素 （ ？ ） な ど の 所 望 の 気 体 雰 囲 気 へ
曝 露 す る こ と が で き る 。 こ の た め に 、 脱 着 ス テ ー シ ョ ン １ ０ は 、 脱 着 ス テ ー シ ョ ン １ ０ に
収 容 さ れ た 半 導 体 ウ エ ハ ６ へ 、 前 記 気 体 の 適 切 な 供 給 源 、 例 え ば 気 体 源 ４ ６ か ら 適 切 な 気
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体 を 配 送 す る マ ニ ホ ル ド ４ ８ を 含 ん で も よ い 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 先 に 説 明 し た 実 施 の 形 態 に お い て 、 加 熱 板 ３ ４ お よ び ／ ま た は 加 熱 板 ４ ０ は 、 半 導 体 ウ
エ ハ ６ の 直 径 以 上 の 直 径 を 有 す る も の と し て 説 明 さ れ た 。 し か し 、 所 望 す れ ば 、 加 熱 板 ３
４ お よ び ／ ま た は 加 熱 板 ４ ０ の 直 径 は 、 半 導 体 ウ エ ハ ６ の 直 径 未 満 で あ っ て も よ く 、 そ れ
に よ り 半 導 体 ウ エ ハ ６ の 一 部 だ け が 、 係 る 小 さ い 直 径 の 加 熱 板 に よ り 加 熱 さ れ た 気 体 で 対
流 加 熱 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 図 ４ を 参 照 す る と 、 更 に ま た は 代 替 と し て 、 脱 着 ス テ ー シ ョ ン １ ０ は 、 気 体 ５ ２ の 流 れ
を 気 体 源 、 例 え ば 気 体 源 ４ ６ か ら 半 導 体 ウ エ ハ ６ の 少 な く と も 一 部 分 ５ ４ へ 向 け る 管 ５ ０
を 含 ん で も よ い 。 管 ５ ０ は 、 管 ５ ０ を 加 熱 す る 、 つ ま り そ こ を 通 っ て 流 れ る 気 体 を 加 熱 す
る 、 適 切 な 電 源 へ 接 続 さ れ た 加 熱 要 素 ５ ６ を 含 む 。 こ の よ う に 加 熱 さ れ た 気 体 ５ ２ の 流 れ
は 、 半 導 体 ウ エ ハ ６ の 一 部 ５ ４ を 対 流 に よ っ て 加 熱 す る こ と が で き る 。 加 熱 さ れ た 気 体 ５
２ の 温 度 は 、 半 導 体 ウ エ ハ ６ の 一 部 ５ ４ か ら 少 な く と も １ の 汚 染 物 質 を 脱 着 す る の に 充 分
な よ う に 、 管 ５ ０ お よ び 加 熱 要 素 ５ ６ は 協 働 す る よ う に 構 成 さ れ る の が 好 ま し い 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 半 導 体 ウ エ ハ ６ の 一 部 ５ ４ が 脱 着 さ れ る と 直 ち に 、 半 導 体 ウ エ ハ ６ は 、 少 な く と も そ の
一 部 ５ ４ を 冷 却 す る た め に 、 冷 却 気 体 の 流 れ に 曝 露 さ れ て も よ い 。 冷 却 気 体 の こ の 流 れ は
、 先 に 説 明 し た 方 法 で マ ニ ホ ル ド ４ ４ を 経 由 し て 半 導 体 ウ エ ハ ６ へ 供 給 さ れ る 。 代 替 と し
て 、 冷 却 気 体 の 流 れ は 、 加 熱 要 素 ５ ６ を そ の 電 源 か ら 遮 断 す る こ と に よ っ て 管 ５ ０ を 経 由
し て 供 給 さ れ て も よ く 、 も は や 加 熱 要 素 ５ ６ で 加 熱 さ れ て は い な い 気 体 ５ ２ の 流 れ は 半 導
体 ウ エ ハ ６ の 一 部 ５ ４ の 冷 却 に 利 用 で き る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 半 導 体 ウ エ ハ ６ の 一 部 ５ ４ が 充 分 に 冷 却 さ れ る と 、 半 導 体 ウ エ ハ ６ は 、 少 な く と も そ の
一 部 ５ ４ を 試 験 す る た め に 計 測 器 １ ２ へ 送 ら れ る 。 し か る 後 、 半 導 体 ウ エ ハ ６ は 計 測 器 １
２ か ら 離 脱 さ れ 、 キ ャ リ ア １ ６ へ 戻 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 以 上 の よ う に 、 半 導 体 ウ エ ハ ６ の 表 面 の １ 以 上 の 汚 染 物 質 は 、 効 果 的 で 予 測 可 能 な 方 法
で 脱 着 で き 、 そ れ に よ り 計 測 器 １ ２ に よ る 半 導 体 ウ エ ハ ６ の 信 頼 性 の あ る 試 験 を 行 う こ と
が で き る 。 対 流 に よ っ て 半 導 体 ウ エ ハ ６ を 加 熱 す る こ と が で き る こ と は 、 半 導 体 ウ エ ハ ６
の 伝 導 加 熱 中 に 加 熱 要 素 と 半 導 体 ウ エ ハ ６ と の 間 の 接 触 に 起 因 す る 半 導 体 ウ エ ハ ６ の 汚 染
の 可 能 性 を 回 避 し 、 そ し て 半 導 体 ウ エ ハ ６ の 輻 射 加 熱 用 の 密 閉 さ れ た 輻 射 加 熱 要 素 の 必 要
性 を 回 避 す る 。 最 後 に 、 そ の 上 に 加 熱 気 体 を 吹 き 付 け る こ と に よ っ て 半 導 体 ウ エ ハ ６ の 一
部 を 対 流 加 熱 す る こ と が で き る こ と は 、 前 記 一 部 の 脱 着 を 可 能 に す る 一 方 、 半 導 体 ウ エ ハ
６ の 残 部 を 脱 着 温 度 へ 加 熱 す る 必 要 性 を 回 避 す る 。 し か る 後 、 半 導 体 ウ エ ハ ６ の 脱 着 さ れ
た 一 部 は 、 半 導 体 ウ エ ハ ６ の 残 部 か ら は 独 立 し て 試 験 で き る 。 対 流 に よ っ て 半 導 体 ウ エ ハ
の 一 部 ま た は 複 数 箇 所 を 選 択 的 に 加 熱 す る こ と が で き る こ と は 、 半 導 体 ウ エ ハ 製 品 の 計 測
器 で の 試 験 に 、 従 来 の 計 測 器 を 利 用 で き る よ う に す る こ と を 構 想 さ せ る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 本 発 明 は 、 好 ま し い 実 施 の 形 態 を 参 照 し て 説 明 さ れ た 。 先 の 詳 細 な 説 明 を 読 ん で 理 解 す
る と 、 自 明 な 改 変 お よ び 代 替 が 思 い 浮 ぶ で あ ろ う 。 本 発 明 が 、 付 属 の 特 許 請 求 の 範 囲 ま た
は そ の 均 等 物 の 範 囲 内 に 該 当 す る 限 り に お い て 、 そ の よ う な 全 て の 改 変 お よ び 代 替 を 包 含
す る と 解 釈 さ れ る こ と を 意 図 す る も の で あ る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ３ ４ 】
【 図 １ 】 図 １ は 、 １ 枚 以 上 の 半 導 体 ウ エ ハ を 脱 着 お よ び 試 験 す る 装 置 の 側 面 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 図 ２ は 、 図 １ に 示 す 装 置 の 平 面 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 図 ３ は 、 図 １ の 装 置 で あ っ て 、 ロ ボ ッ ト ア ー ム ア セ ン ブ リ が 、 冷 却 気 体 の 流 れ を
通 っ て 脱 着 処 理 さ れ た 半 導 体 ウ エ ハ を 移 動 す る 位 置 に あ る 。
【 図 ４ 】 図 ４ は 、 図 １ お よ び ３ の 脱 着 ス テ ー シ ョ ン を 示 す 部 分 図 で あ り 、 更 に あ る い は 代
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替 と し て 、 半 導 体 ウ エ ハ の 少 な く と も 一 部 へ 加 熱 さ れ た 気 体 を 送 る 、 加 熱 さ れ た 管 を 含 む
。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ３ ５ 】
２ 　 装 置
４ 　 ロ ボ ッ ト ア ー ム ア セ ン ブ リ
６ 　 半 導 体 ウ エ ハ
８ 　 投 入 ／ 取 出 ス テ ー シ ョ ン
１ ０ 　 脱 着 ス テ ー シ ョ ン
１ ２ 　 計 測 器
１ ４ 　 ベ ー ス
１ ６ 　 　 　 キ ャ リ ア
１ ８ 、 ２ ８ 　 矢 印
２ ０ 　 コ ン ト ロ ー ラ
２ ４ 　 ベ ー ス
２ ６ ａ 、 ２ ６ ｂ 、 ２ ６ ｃ 　 ア ー ム
２ ８ 　 矢 印
３ ０ 　 真 空 孔
３ ４ 、 ４ ０ 　 円 形 加 熱 板
３ ６ 、 ３ ８ 　 隔 離 体
４ ２ 　 気 体
４ ４ 、 ４ ８ 　 マ ニ ホ ル ド
４ ６ 　 気 体 源
５ ０ 　 管
５ ２ 　 気 体
５ ４ 　 半 導 体 ウ エ ハ の 一 部
５ ６ 　 加 熱 要 素
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】 【 図 ４ 】
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【 図 １ 】

【 図 ２ 】

【 図 ３ 】
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【 図 ４ 】
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